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１. 解説 

 日本の台湾統治で代表的な土木事業は、中心

的施設の烏山頭ダムなど、台湾南部の大規模水

利事業、嘉南大圳の整備である。八田與一（1886

‐1942）は嘉南大圳組合技師として、1920 年か

ら 30 年まで 10 年に渡る事業で中心的役割を果

たしたことはよく知られている。 

大型土木工事の経験豊富なアメリカ土木界か

ら学ぶことは多く、大量に用いた土木機械はほ

とんどアメリカからの輸入であった。そのうち

エアーダンプカー数十台をウェスタン・ホイー

ルド・スクレイパー会社（Western Wheeled 

Scraper Company，以下ウェスタン社と表記）

から購入している 1)。今回資料として紹介する

のは、機械設置のため台湾を訪れたウェスタン

社の技師 R. E. ブレスラー（Bressler）に取材

した、アメリカの土木雑誌『アース・ムーバー』

誌の 1922 年 4 月の記事「日本の大灌漑事業」

（Great Irrigation Project in Japan）において、

嘉南大圳と八田與一を紹介している記事である

（Earth Mover, vol. 9, no. 2, 1922, pp. 7-11）。

アメリカで嘉南大圳事業が知られることは極め

て少なく、八田が日本内地や台湾においても著

名でない時期（やがて新聞や雑誌で紹介される

ことが増える）であり 2)、この記事はかなりユ

ニークである。 

アメリカでの紹介記事が出た時から約 1 ヶ月

後の 1922 年（大正 11 年）5 月 16 日、台湾の有

力紙『台南新報』がこの記事を取り上げ抄訳し

ている。『アース・ムーバー』はアメリカ中部の

イリノイ州オーロラにあった同名のアース・ム

ーバー社の発行であり、1916 年から 1941 年ま

で続き、正確な時期は不明だが誌名がアース・

ムーバーアンドロードビルダー（Earth Mover 

and Road Builder）に変更された。雑誌の発行部

数等は分からないが、記事の約 2 年半後の 1924

年 10 月から約半年間、アメリカの土木技師ジャ

スティン（J. D. Justin）が烏山頭で行った調査

の際、八田を知っていた様子はない 3)ことから、

「日本の大灌漑事業」記事がアメリカの関係者

に知られなかったのは確かである。『台南新報』

は『台湾日日新報』に次ぐ台湾第二の新聞で、

1922 年の部数は少なくとも 1 万部は超えていた
4)。多くの台南の日本人が読んでいたはずで、5

月 16 日の記事を事業関係者が誰も知らなかっ

たとは考え難いが、『アース・ムーバー』につい

て語った人も研究されたこともなく、『台南新報』

含め記事の紹介は本稿がはじめてとなる。 

ブレスラー技師について、ウェスタン社所属

以外のことは一切分からない。『アース・ムーバ

ー』の記事はブレスラーに取材したことは間違

いないが無記名で、執筆は雑誌記者と思われる。

記事中で蔵成信一、和田（記事中の日本人で唯

一フルネーム不明）という 2 人の機械技師を挙

げており、ブレスラーは機械の設置と操作にお

いて彼等と協力したと思われる。 

嘉南大圳事業、八田與一および日本人とその

行動や性格が絶賛されている。冒頭に「先見の

明」を持つ「若い技師」とある（16 ページ右段

31 行。ページと行数の記載はすべて本稿）のは

当然八田のことである。「日本人はどこへいって

も頭を使う」（17 ページ左段 21 行）も日本人一

般ではなく八田への観察と賞賛である。組合ト

ップの枝徳二管理者や八田その他とともに神主

が主催する儀式に出た際の集合写真（写真 4）

と、組合技師（烏山頭出張所機械係）の市川勝

次宅で、市川および夫人とくつろいでいる光景

（写真 9）がある。台湾滞在中に関係者と親し

【資料】 



くしていたようである。嘉南大圳において 4,500

万円の支出に対し土地の価値が 9,600 万円を超

えるという数字を挙げ、期待される成果を強調

する（18 ページ左段 25 行‐28 行）。エアーダン

プカーの動きおよび、トンネルを建設するため

の煉瓦運搬について詳しく記述している（17 ペ

ージ右段 33 行‐18 ページ左段 7 行）。事業を熱

心に調査し情報を集めたと思われる。 

また台湾で以前「改良はなかった」が、日本

統治によって大いに繁栄したとして日本による

台湾発展を賛美し、批判的視点は全くない（18

ページ左段 41 行‐右段 10 行）。ブレスラーは、

技術先進国アメリカから来た助言者として歓迎

されたことは、「これほど良い待遇を受けたこと

はない」（17 ページ左段 15 行‐ 16 行）という記

述からも明らかであるが、もちろん高い評価の

理由は歓迎ではないであろう。記事の後半、南

満州鉄道株式会社（満鉄）経営の重要な柱であ

った撫順炭鉱で、ウェスタン社のエアーダンプ

カーが使用されたことに触れている。記述はな

いが、ブレスラーが機械設置のため派遣された

可能性が高い。撫順の石炭露天掘りでの機械操

作描写も詳しい（18 ページ右段 39 行‐19 ペー

ジ左段 13 行）。ただ烏山頭のような関係者との

交流を示す記述はない。ウェスタン社には台湾

や満州を含めた日本戦略があり、ブレスラーの

高い日本評価に関係しているかもしれないが、

確かなことは不明である。 

『アース・ムーバー』の記事には、ブレスラ

ーが台湾や満州で活動した日付が書いていない

が、1921 年 10 月に枝徳二を嘉南大圳組合管理

者とし八田與一を烏山頭出張所長とする組織編

制が行われ、記事は 1922 年 4 月であるため、そ

の半年間のどこかである。八田は部下の技師蔵

成信一、白木原民次とともに 1922 年 3 月からお

よそ半年間アメリカ視察を実施した。八田らが

ブレスラーと同じ写真におり（写真 4）、ブレス

ラーが機械を納入したのは、明らかに八田のア

メリカ視察以前である。伝記などから、八田が

事業のための機械すべてをアメリカで買付けた

印象が強いが 5)、少なくともウェスタン社のエ

アーダンプカーは違う。もちろん八田が台湾に

おいて機械購入を決定した可能性はあるので、

これについて調査が必要である。 

本稿の２節は『台南新報』の記事の再掲であ

る。5 段縦書きから横書きに、漢字その他を現

代表記にし、大きかった見出しの文字の一部を

他と合わせた。ふりがなは省いた。訳されてい

ない部分が多い。台南の新聞で満州の記述を省

略したのは理解できるが、八田や日本の台湾統

治を称えた部分もかなり記載がないのは、紙面

のスペースが理由であろうか。 

本稿の３節は『アース・ムーバー』記事の全

訳である。原文の人名表記は Y. Hatta のように

なっているが、分かる限り氏名両方を記した。

記事に 10 葉の写真があるが、原文にない番号を

掲載順に記し説明のみ訳した。間違いや疑問を

感じた部分も訳出している。原住民に「食人の

習慣（cannibalistic tendencies）」（18 ページ左

段 21 行）とあるが、一部部族にあった首狩の風

習の間違いであろう。八田が 2 冊の本を書いた

（17 ページ左段 37 行‐ 39 行）とある。事業の

報告書と思われるが、現存しない。 

 

２．台南新報記事 

台南新報  大正十一年五月十六日（二）    

外人の見たる嘉南大圳工事 米国雑誌の稱賛 

 左の一文は米国イリノイ州オーロラのウェ

スタン、ホイルド、スクレッパー会社より派遣

せられたる技師ブレスラー氏が雑誌アース・ム

ーバーに「日本における一大灌漑計画」と記し

て所載したる訳文である 

「前省」本誌の事実並に写真は最近日本より帰

国したる米国技術者ブレスラー氏の提供したも

ので、同氏はイリノイ州オーロラノウェスタン、

ホイルドスクレッパー会社より派遣せられたる

者である 

 一九〇九年に青年技術者東京大学工学士八田

與一氏は台湾に赴きて総督府土木局に入り、台

湾島の事業に従事した、而して彼の頭脳は灌漑

の可能なるを知るに至った 

 台湾は長楕円形でありて分水嶺は南北に中心

を通じ、北部に適度の地形を為し、南半は愉快

なる風土の亜熱帯である 



 土地深く地質亦豊饒であるが降雨は六月より

九月の間にあるばかりである、島内に於ける灌

漑は支那農民が造ったる水路に依ると雖給水は

充分でない、為めに甘蔗の収穫が上がらない 

 一九一四年八田技師は各山嶽を通じ曾文溪の

水を利用するときは広大なる土地を米作に適せ

しめ得るのみならず然かも二期作田を得ること

を論証した 

 此の計画は偉大なるものであって総督府は三

年間彼をして此の事業の実物探査を為さしめた

ほどである 

 此の青年技術者即ち八田氏は今年三十六歳に

て日本の外を知らない、彼は此の工事を論証す

べき二巻の書籍を書き、遂に起工の決定を見る

に至った 

 日本政府は此の工事を遂行すべく官佃大圳組

合（官佃灌漑組合）を組織したのであった 

 我が米国各州に類似せる前州知事枝氏は組合

長となり、二人の経験ある機械技師蔵成、和田

両氏は総督府より各種機械操業の為に命ぜられ、

其他の技術者の多くも亦此の事業に従事してゐ

る 

 灌漑すべき地域の面積は大約長四十七哩幅十

七哩であって、高地あり又低地あり、山列の反

対の側に二哩を隔たる曾文溪の水は一哩の堅牢

なる岩石を穿って隧道を通じ、官佃の溪沢を通

じて貯水せられるので後の川は水路となりて五

十五億立方尺の能力を有する一大貯水池を形成

するのである 

 貯水池は長八哩幅四哩にして形状は不規則な

る無数の溪谷に依りて形成せられ青写真に於け

る其の形状は宛然珊瑚礁に酷似して居る 

 給水路は六百三十八哩にして排水と殆ど同哩

である内百哩は幅九十呎深七呎であって、水路

は十二呎幅四呎の深度にて施行せらるるのであ

る 堰堤工事は目下着手せられつつありて、其

の高さ百七十呎、頂上に於て全長四千四百呎、

幅は頂上に於いて五十呎脚部に於ては一千呎で

ある、工事は準ハイドロリック構造法に據る 

 コンクリートの心型は上下何れも五十呎あり

て、堰堤に要する土砂は鉄道に依り川を渡りて

十哩の彼方より採取せられる 

 ブレスラー氏が旅行（日本へ）せしは之が採

取に要するウェスタン会社の自動空気転投式搬

土車の設備の為めであった 

 此の転投車は台湾鉄道規則に據り四十二吋ゲ

ージであって十六方ヤードの能力を有し、六台

の独乙製機関車に牽引せしめ、物資の運搬に従

事するものである通水隧道は底幅十八呎、高十

八呎の半楕円形をなし、此が為めに二千万個の

煉瓦を要す、為めに一個月五十万個の製造能力

を要する煉瓦工場を、隧道より七哩を隔てたる

場所に建設し、然かも一枚一銭七厘の安価を以

て供給せられ、索道の設備ありて此等の煉瓦を

連続するのである 

組合の本部は嘉義に在りて百二十人の日本人

を収容する事務所及五十六棟の宿舎あり、三百

の宿舎は烏山頭に建設せられ、此処には水道、

煉瓦工場、各商店がある、現在日本人百人が指

揮者となり、支那人四百人従業し常に二千乃至

三千人が労務に従事して居る 

 工費四千五百万円、六ヶ年計画にして、工費

は政府と農民が折半して負担す 

 本工事費の結果は一千五百八万四千八百七十

七円の収穫価値は九千六百九十一万七千二百円

に激増し、工事費は十ヶ年にて回収せらるるの

である 

  

３．Earth Mover 記事 

Earth Mover, Volume 9, Number 2, April, 1922                               

Great Irrigation Project in Japan, pp. 7-11.                 

（日本の大灌漑事業） 

若い日本の技術者の先見の明は、知られ得る

最大の灌漑プロジェクトの 1 つにおいて永続的

な形を取っている。特にアメリカの読者は、地

球の反対側の台湾で達成されつつあるこの巨大

な事業について知ることに興味を覚えることだ

ろう。 

 正しい展望を得るために、我々は過去の日本

を見なければならない。わずか 70 年前には隠

者の国だった。そして、近代の産業主義として

現れる我々の西洋文明について何も知らず何の

関心もなく、自分自身の理想に満足していた。 

 我々は今日の日本の姿を見なければならない。 



世界の強国で、歴史に記録された全ての人々の

うち最も注目すべき発展を続けている。 

最後に我々は将来を展望しなければならない。

日本は東洋の工場、極東のイギリスになろうと

奮闘している。 

この記事の情報と写真は、アメリカの技術者

で最近日本から帰国した R. E. ブレスラー

(Bressler)氏から得られたものである。彼はイ

リノイ州オーロラにあるウェスタン・ホイール

ド・スクレイパー・カンパニーによって、偉大

な東洋の計画に西洋の機械を導入するため、こ

の地に派遣された。彼は十分に語ることができ

ないほど、日本人の精神的な機敏さ、国家的ビ

ジョン、自制心を称えている。 

「私は人生においてこれほど良い待遇を受け

たことはない」と彼は宣言した。「私はあちこち

見て回った。アメリカの業者はどんな風に扱わ

れるか。そのような、あるいはそれ以上だった」 

1909 年に青年技術者八田與一氏は東京帝国

大学を卒業、台湾に行き総督府土木局に入った。

日本人はどこへ行っても頭を使う。八田はフォ

ルモサ、日本で言う台湾での事業に従事した。

彼の頭脳は灌漑の可能性を知ることになった。 

この島は長楕円形であって分水嶺は南北に渡

って中心を通じている。北部は温帯、南部は快 

適な風土の亜熱帯である 

 土地深く肥沃であるが、降雨は六月より九月

の間のみである、島内に於ける灌漑は漢人の農

民が造った小さな水路があるが給水は十分でな

い。その為に甘蔗の収穫が上がらない。  

1914 年、八田氏は山々を通って曾文溪の水を

利用すれば広大な土地が米作に適するようにな

り、しかも同じ土地で二期作の田となることを

論証した。この計画は巨大であって、総督府は

三年かけて彼にこの事業の調査をさせたが、つ

いに 1917 年に日本は事業に真剣に取り組み、技

術面の責任者に八田を置いた。この技術者は今

年三十六歳で日本の外に出にたことはなく、彼

は従事する大事業について指示を与える 2 冊の

本を書いており、細かい部分においてこの若い

技術者が前もって解決しなかったことで問題が

生じる、ということはありそうにない。 

 日本帝国政府はこの事業を遂行すべく、官田

大圳組合 6)（官田灌漑組合）を組織した。我が

米国各州と同様の州知事を以前勤めていた枝徳

二氏は組合長となった。二人の機械技師は政府

より各種機械操業を命ぜられている‐ 蔵成信一、

和田両氏であり、2 人は経験がある‐ 現地の技

術者のみが事業に関わっている。 

 灌漑すべき地域の面積は長さ約四十七マイル

幅十七哩であって、半ばは高地で半ばは低地で

あり、その地域から 2 マイル隔たって山列の反

対側にある曾文溪の水は一哩の堅牢な岩石を穿

ったトンネルを通り、官田の溪沢を通って貯水

地まで到達する。後の川は水路となって五十五

億リットルの貯水能力を有する大きな湖を形成

するのである。貯水池は長さ 8 マイル、幅は 4

マイルである。形状は不規則であり無数の溪谷

からの水で形成される。青写真の段階で形状は

珊瑚礁に似て、珊瑚潭として知られている。 

 給水路は 638 マイルであり、排水路と同じ長

さである。内 100 マイルは幅 90 フィート深さ 7

フィートであって、水路はそれから幅 12 フィー

ト深さ 4 フィートの範囲である。ダム工事は目

下はじまりつつあり、高さは 50 フィートから

170 フィート、頂上は全長 4,500 呎、幅は頂上

で 50 フィート、底では 1,000 フィートであり、

工事はセミハイドロリック工法である。コンク

リートコアは下部 50 フィート上部 50 フィート

である。ダムに必要な土砂はこのため建設され

た鉄道により川を渡り 10 マイル遠方から運搬

されてくる。ブレスラー氏が日本へ出張してき

たのは、この運搬に必要なウェスタン社のエア

ーダンプカーを設置するためであった。 

 この自動エアーダンプカーは、底部と床が木

製であり容量は 16 立方ヤード、台湾鉄道の基準

ゲージにより四十二インチゲージであって、6

台のドイツ製機関車がウェスティンハウス製の

エアポンプを装備し、物資を積んだ列車を牽引

する。山を通る通水トンネルは半楕円形で底幅

が 18 フィート、高十八フィートである。この為

に 2,000 万個のレンガを必要とする。そこで月

500 万個の製造能力を要するレンガ工場が作ら

れ、レンガは 1 枚あたり 10 分の 7 セントである。



山があるため、工場はトンネルから最も近いと

ころで 7 マイル離れている。レンガは町々に設

置され山を通る 14 マイルのケーブルで運搬さ

れる。工場では頭上の軌道に空のバケツがケー

ブルで運ばれ、材料を詰めたバケツを約 300 フ

ィートの間隔でケーブルに戻していく。間隔は

警報ベルで調整されている。 

本部は嘉義にあり、120 人の日本人を収容す

る事務所と 56 棟の宿舎がある。烏山頭と呼ばれ

る町全体で 300 棟の宿舎が建設され、水道、レ

ンガ工場、商店がある。現在およそ日本人 100

人と漢人 7) 400 人が働いており、日本人が監督

業務に就いている。結局、常に 2,000 人から 3,000

人がここで働いている。 

事業の全工費は 4,500 万円、1 円はアメリカ

の 50 セントに等しい。建設は 6 年かかると予想

されており、工費の半分は政府が負担し、半分

は事業から利益を受ける農民が負担する。農民

のほとんどは漢人で、彼らの先祖は 1,000 年か

それ以上前にこの地に定住した。台湾の原住民

は野蛮人であり、食人の習慣を持つ。彼らは（平

地から）山地に追われ、帯電した鉄条網の垣根

に隠れるといった、様々な方法を用いてその地

にとどまっている。 

 この 4,500 万円の投資は年に 1,584 万 4,877 円

の収穫物価値の増加をもたらし、土地の価値は

9,691 万 7,200 円に増加し、これは改良のために

かかった費用の倍以上である。計画では、10 年

以内に支払いを終え、その後農民に直接費は発

生せず、水利システムは総督府によって維持さ

れる。水利システムの完成で、灌漑された土地

の農業計画は以下のようになるだろう。5 月に

サトウキビの収穫、6 月に米の播種、7 月から 9

月に米の生育、10 月に米の収穫のサトウキビの

播種、11 月から 4 月までサトウキビの生育であ

る。だが、副産物として出現する価値の高い水

力発電の能力を利用する明確な計画はない。今

後出てくるであろう。 

 この灌漑事業は、この土地が 25 年前の日清戦

争の終結時に中国によって割譲されて以来、日

本が台湾でなしつつあることを示している。日

本が占領したとき、この地に改良はなかった。

今や道路、公園、世界で最も美しい病院を含む、

すばらしい建物がある。島中に砂糖工場がある。

高雄には、1,500 万円をかけて防波堤が設置さ

れている。建設のための設備として浚渫機、コ

ンクリートミキサー、日本製の小型車が使われ

た。使われたセメントは近くで作られた。この

防波堤は、高雄で大きな砂糖（により繁栄する）

港を形成することになるだろう。島の中部では

水力発電の発達があり、島の北端の基隆は大き

な港に発展し、そこでは年に 245 日雨が降る。 

 アメリカ製のエレベーチンググレーダーはこ

こでは知られておらず、日本人は台湾において

広い灌漑水路を日本で企画され製作された、わ

き道で用いるか軌道を走る場合以外には、溝堀

機のような機械で掘ろうと計画している。こう

した日本製の機械はアメリカで知られておらず、

石炭の露天堀のために使われている南満州で機

械の操作を実験することは、大変興味深いこと

になるだろう。 

 瀋陽の北東 30 マイルが、有名な撫順炭鉱であ

る。ロシアとの戦争が終わると日本に引き継が

れた。そこに埋蔵されている石炭は、長さ 12

マイル、広さ 1.5 マイル、厚さ 400 フィート、

45 フィートの表土の下に横たわっている。朝鮮

人は、早くも 12 世紀にはこの巨大な量の半瀝青

の石炭を採掘した。彼等による坑道はまだ存在

しており、長さ 12 フィートから 15 フィートで

ある。17 世紀に満州人が中国を支配した時、採

掘はすぐ近くにある陵墓に悪影響を及ぼす恐れ

から勅令により禁止され、20 世紀に入り 1901

年になって許可が出され再開された。 

 日本人が支配を獲得した時、アメリカでの石

炭採掘の成功を知り、採掘を計画した。大型の

ビュサイラス製シャベルで仕事をはじめ、アメ

リカから買ったウェスタン社のエアーダンプカ

ーに石炭を積んだ。後に彼らはすでに述べた発

掘機を開発した。写真はブレスラー氏が雨の中

で撮影したものではあるが、こうして図示され

ると彼らの活動についての考えがわかる。エレ

ベーターバケットがダンプカーを一つ一つ満た

している間に、機械はウェスタン製ダンプカー

の荷台をまたぐ。機械が稼動している間、ダン



プカーはその場に留まる。エンドレスチェーン

で稼動するバケットは、ピットに到達すると、

斜面上部の端を掘削しそれを運ぶ。掘削が進む

につれ、角度はバケットがスロープの表面全体

を通りすぎるまで、つまり 45 フィート下降し

て石炭に到達するまで、だんだんと勾配を急に

していく。そうやって一つ一つのバケットが通

り過ぎると、また同じことが繰り返される。小

さな蒸気シャベルが、それより大きな機械がピ

ットに取り残した原料をスロープの方へ放り上

げ掃除する。石炭が取り除かれた後、ピットよ

り 2 マイル離れた廃棄物処分場で積荷が降ろさ

れる。石炭の生産量は 1 日 5,000 トンである。 

ここでは、外国人は 2 人だけしかいない。設

計部門にドイツ人が 1 人と、外の機械を管理す

るアメリカ人が 1 人である。13,000 人を雇用す

る鉄鉱山も持っている。                

 

写真 

１ ウェスタン社のエアーダンプカーとその積

載物： 台湾で始めてエアーダンプカーが動い

た。 

２ 台湾におけるウェスタン社のエアーダンプ

カーの組み立て  

３ 2 人の職長が、彼等が組み立てたダンプカ

ーの下に立つ。 

４ 嘉義の官田灌漑組合本部で行われた式典に

出席した訪問客と職員： 右から左に、渡利友

吉氏（理事）、和田氏（技術者）、ブレスラー氏

（ウェスタン・ホイールド・スクレイパー会社

の工場技術者）、八田與一（主任技術者）、嘉義

州（武長注記：台南州と思われる）知事、枝徳

ニ（官田灌漑組合管理者）、嘉義市長、式典に参

加した 2 人の神道の神主（白い装束） 

５ 官田灌漑事業での始めてのダンプカーへの

積載  

６ 東京でのオースティン社ロードローラー  

７ 台湾、台南の日本公園  

８ 美しい日本の瞥見： 神戸近くの田舎の景

色   

 

 

９ アメリカ人ブレクスラー氏の喫茶、日本人

技術者市川勝次氏と彼の後妻と共に  

１０ 南満州撫順炭鉱での採掘： 日本製の採

掘機がウェスタン社の 16 ヤードエアーダンプ

カーに積載する。ダンプカーが静止している間

も採掘機は前進する。 
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注釈 

1) 嘉南大圳組合はウェスタン社とキルボルン

社から合わせて 100 台のエアーダンプカーを購

入した。枝徳二：『嘉南大圳新設事業概要』p. 43，

1930，臺灣日日新報社 

2) 武長玄次郎：八田與一はどの程度知られて 

いたか（前編），技術史教育学会誌，第 18 巻第

1・2 合併号，pp. 24-29, 2017, 日本技術史教育学

会 

3) 古川勝三：『台湾を愛した日本人 改訂版』

pp.162-173，2009，創風社出版；斎藤充功：『日

台の架け橋・百年ダムを造った男』pp. 99-103, 

2009，時事通信社 

4)  1924 年で『台南新報』15,026 部、『台湾日

日新報』18,970 部であった。藤井省三：『台湾

文学この百年』p. 35，1998，東方書店 

5) 古川勝三：前掲書，pp. 137-140;斎藤充功：

前掲書，pp. 73-82；石黒昇監督：『パッテンラ 

イ～南の島の水ものがたり』，2008，虫プロダク

ション 

6) 正確には、1920 年から 1921 年まで官田渓

埤圳組合、1921 年以降は嘉南大圳組合である。 

7) 原文 Chinese のところは『台南新報』では

支那人と訳されているが、台湾で当時本島人と

呼ばれていた人々と考え、漢人とした。 

 


